
流入車規制関係資料資料２


１　前回（第３回部会）でご議論いただいた要点
（１）目標の達成状況
①NO2の環境基準達成状況及び自動車NOx排出量の目標達成状況
NO2は平成22年度から10年連続で全ての監視測定局で環境基準を達成。日平均値の年間98％値が0.04ppm未満の測定局数は改善傾向

0.06ppmを超えた測定局数(環境基準非達成局）
0.04ppmから0.06ppmのゾーン内の測定局数
(環境基準達成局）
0.04 ppm未満の測定局数（環境基準達成局）



＜0.04ppmから0.06ppmのゾーン内の測定局＞
（自排局）出来島小学校（大阪市西淀川区） 0.046ppm
（自排局）杭全町交差点（大阪市東住吉区） 0.044ppm
（自排局）住之江交差点（大阪市住之江区） 0.044ppm
（自排局）今里交差点（大阪市東成区）     0.043ppm
（一般局）南港中央公園（大阪市住之江区） 0.043ppm
（自排局）久宝寺緑地（八尾市）           0.041ppm
（自排局）中環石原（堺市東区）　　　　　 0.04 ppm
（一般局）清江小学校（大阪市住之江区）   0.04 ppm
＜0.06ppmを超える測定局＞
（自排局）住之江交差点（大阪市住之江区） 0.061ppm
（自排局）今里交差点（大阪市東成区）     0.063ppm











図１　大阪府内全局のNO2の環境基準達成状況の推移（年間98%値）



・また、令和元年度における日平均値の年間98％値の上位5局について、平成21年度からの経年推移は改善傾向が見られた。また、令和元年度の最高値は0.046ppm（出来島小学校局）と環境基準値を十分下回った。
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図２　NO2長期評価値（年間98％値）の上位５局の推移

・自動車からのNOx排出量については、関係機関が取り組んできた自動車環境対策の成果により、排出量は着実に減少し、平成30年度に令和２年度目標を達成した。
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NOx排出量の車種別割合
乗用系　　：軽乗用車、乗用車、バス
小型貨物系：軽貨物車、小型貨物車、貨客車
大型貨物系：普通貨物車、特種(殊)車



（注）四捨五入の関係で車種別の合計値と全車種の合計値が一致しない場合がある。

図３　対策地域内の自動車からのNOx排出量の推移



② 交差点近傍等における二酸化窒素濃度の把握（簡易測定結果）
・近年は、比較的濃度の高い大和田西交差点（国道43号）、弁天町交差点（国道43号）、住之江交差点（大阪臨海線）の３交差点を中心に実施しており、令和元年度の測定結果で初めて全て環境基準値を下回った。
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図４ 濃度上位３交差点における簡易測定結果（大阪府）





（２）流入車規制の施行状況
①府内を走行する自動車（普通貨物車）の状況
・総じて非適合率は着実に減少し、各年度において遠方の府県のほうが非適合率が低い、自家用よりも事業用のほうが非適合率が低いという傾向がある。
・観測台数の７割以上が大阪府に使用の本拠を置く自動車で、府内→府内の移動が最も多い。

[image: ]表１　大阪府内を走行する自動車の非適合率の状況（普通貨物車）















（出典）環境省「自動車交通環境影響総合調査」（環境省ナンバープレート調査）をもとに作成

・また、令和元年度は事業用（緑ナンバー）が0.1％、自家用（白ナンバー）が1.0％となっており、非適合率は一貫して減少傾向となっている。
[image: ]H21.1　流入車規制開始









図５ 自家用・事業用別の非適合率の推移（普通貨物車）
【（出典）環境省ナンバープレート調査より作成】

（３）論点、今後の検討の方向性
自動車からのNOx及びPMの排出量が減少し、NO2及びSPMの環境基準については監視測定局において継続的に全局達成するとともに、非適合車による割合が大幅に低下していることから、規制導入の当初の目的は達成したと考えられる。
しかしながら、対策地域外の自動車については依然として対策地域内の自動車に比べて適合率が低いことから、次の点を踏まえ流入車規制の見直しを検討する。

1 NO2ゾーン内（年間98％値が0.04ppmから0.06ppm）の測定局のさらなる改善への影響
NO2年間98％値は長期的には濃度低減傾向にあるが、0.04ppmから0.06ppmのゾーン内の測定局が依然として残っており、さらなる濃度改善という視点に立って、引き続き広域的な自動車環境対策が求められる。
自動車からのNOx及びPMの排出量については、量的な削減効果が大きい最新規制適合車への更新等により今後とも減少していくものと考えられるが、流入車規制による削減効果が減少傾向の維持にどの程度寄与しているかを確認しておく必要がある。
また、大阪府では、2020（令和２）年度中に改定する「大阪府地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」において、自動車分野については環境性能のより優れたZEV及びハイブリッド車（「電動車」という。）に重点化し、国が掲げる目標を上回ることを念頭に検討するとしている。
電動車の普及は地球温暖化対策に資するとともに大気汚染対策にも資することから、2030年度目標を達成した場合のNOx及びPMの削減効果を可能な範囲で試算し、流入車規制による削減効果と比較検討してはどうか。

2 局地汚染の改善への影響
大型車混入率の高い交差点近傍やその周辺においては、局所的に濃度が下がりにくい局地が存在し、また一般には地域全体よりも局地のほうが流入車の割合が高い。
大阪府では、数値計算による高濃度予測地点や交通渋滞発生箇所を考慮し、高濃度になりやすい交差点を選定のうえ簡易測定を実施しており、その濃度推移は概ね濃度低減傾向となっているものの、近年まで年間98％値換算値（参考値）が環境基準値を上回っている地点も認められる。
今後とも高濃度地点の濃度推移の把握に努めるとともに、局地汚染の改善に影響を及ぼす要因分析と合わせて、流入車規制による効果についても可能な範囲で検討してはどうか。　
なお、局地汚染対策は、その特性を踏まえた沿道対策も重要であるが、最新規制適合車への更新やエコカー普及等による総量削減施策は局地汚染の改善にも寄与しており、継続的に効果が持続するという視点も重要である。





２　論点の検討にあたって整理すべき事項
（１）自家用（白ナンバー）と事業用（緑ナンバー）の貨物車の比較（全国）
（トラック車両数及び車種）
・ トラック車両数は自家用が８割を占めている。車種別には、事業用（営業用）は普通トラックが約６割、自家用は小型トラックが約６割を占め、全体としては小型トラックの占める割合が最も高く、その他の車種も一定の割合を占めている。
・ 以上から、特定の車種だけでなく、全体の車種に注目する必要がある。
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図６ 事業用・自家用別のトラック車両数の比較（平成30年度）

【出典：（公社）全日本トラック協会の年報「日本のトラック輸送産業　現状と課題」】


（輸送量等）
・輸送トン数の分担率の比較では、事業用が約７割と高く、自家用は３割と低い。また、実働1日１車当たりの比較では、自家用は事業用に対し、輸送トンキロは１／９と大幅に小さくなっている。
・自家用は平均して走行距離が短く、輸送量も少ない。このため、車両の新車代替が進みにくいことから自家用車の非適合率が高くなる傾向があると考えられる。
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図７ 事業用・自家用別の輸送トン数の分担率などの比較（平成30年度）


【出典：（公社）全日本トラック協会の年報「日本のトラック輸送産業　現状と課題」】

（２）府内を走行する自動車（全車種）の状況
・　通過車両台数に占める普通貨物車の割合は、事業用では70％以上を占めているのに対し、自家用では17％にとどまっており車種が多様となっている。
・　非適合車台数に占める普通貨物車の割合は、事業用では73％、自家用では49％（小型貨物車の割合は30％）。
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通過車両の車種構成割合
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自家用





非適合車両の車種構成割合


図８ 　通過車両と非適合車の車種別台数と車種構成割合（大阪府、令和元年度）

【（出典）環境省ナンバープレート調査より作成】

（全車種の非適合率）
・令和元年度の全車種における非適合率は0.24％であった。
・自家用・事業用別では、非適合率は自家用が0.36％であった。一方、事業用は0.08％で、各年度いずれも非適合率は自家用よりも低い値であった。

表２　大阪府内を走行する自動車の非適合車の割合（全車種）
	
	非適合車（全車種）の割合（％）

	
	平成19年度
	平成26年度
	令和元年度

	
	全　　体
	9.5
	0.60
	0.24

	
	事業用自動車（緑ナンバー）
	11.9
	0.26
	0.08

	
	自家用自動車（白ナンバー）
	8.0
	0.84
	0.36



（バス、小型貨物車、普通貨物車及び特種車の適合率の将来推計）
・4車種の適合率の推移を見ると、平成30（2018）年度に改善が最も遅れている普通貨物車においても約70％となっている。
・直近５年の推移から将来推計した結果、普通貨物車は平成30（2018）年度以降、年平均で約２％ずつ改善し、令和15（2033）年度には適合率が100％になると推計された。
推計値
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普通貨物車（H30：68.2％、R15：100％）










【（出典）環境省ナンバープレート調査より作成】
図９　大阪府（対策地域外）の適合率の推移（保有ベース）

３ 流入車規制を廃止した場合の影響について
（規制を廃止した場合の非適合率の設定）
・対策地域の８都府県のうち、独自に流入車規制を実施していない三重県においては、県内を走行する全車種の非適合率は令和元年度で1.3％となっており、大阪府と比べると高くなっている。
・大阪府において、流入車規制を廃止した場合の非適合率については、三重県内の非適合率のデータをもとに設定することとした。
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表３　各地域を走行する全車種の状況（2019年度）
	
	大阪府内
	三重県内

	観測台数
	78,181台
	26,479台

	非適合車台数
	184台
	343台

	非適合率
	0.24％
	1.3％


（参考）三重県の対策地域（着色部分）
【（出典）環境省ナンバープレート調査より作成】



（非適合率の将来予測）
・非適合率の将来予測については、過去の推移から推計した結果、大阪府では規制を継続した場合、令和４（2022）年度に0.079％、令和12（2030）年度に0.009%になると予測された。
・三重県ではそれぞれ0.48%、0.067%になると予測された。
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図10　 大阪府と三重県の非適合率の将来予測
大阪府
三重県

（NOｘ排出量の将来予測）
・規制を継続した場合については、大阪府内の非適合車による排出量を推計した結果、令和元（2019）年度の40トンから令和12（2030）年度には２トンになると予測された。
・規制を廃止した場合については、非適合率が上昇し、最大で三重県程度の非適合率になると仮定すると、令和12（2030）年度には15トンになると予測された。

表４　非適合車によるNOX排出量の将来予測（大阪府）
	
	令和元年度
（2019年度）
	将来予測

	
	
	令和４年度
（2022年度）
	令和７年度
（2025年度）
	令和12年度
（2030年度）

	規制継続
	非適合率
	0.24％
	0.079％
	0.035％
	0.009％

	
	NOX排出量
	40トン
	16トン
	８トン
	２トン

	規制廃止
	非適合率
	-
	0.48％
	0.23％
	0.067％

	
	NOX排出量
	-
	97トン
	53トン
	15トン



（規制の有無による将来予測の比較）
・令和12（2030）年度において、非適合車による排出量の推計値は「規制継続」で2トン、「規制廃止」で15トンと規制の有無による差は小さい。また、全体の排出量に対して、非適合車からの排出量は十分に小さいことから、規制廃止による影響は軽微と考えられる。
[image: ]













図11　 規制有無別の自動車NOｘ排出量の将来推計の試算（大阪府）




４ 論点の検討論点①　NO2ゾーン内（年間98％値が0.04ppmから0.06ppm）の測定局のさらなる改善への影響
流入車規制による削減効果が減少傾向にどの程度寄与しているかを確認しておく必要がある。





（1） 現状（流入車規制を継続した場合）での将来予測
1 NO2ゾーン内の測定局の将来予測
・ 令和元年度にNO2ゾーン内であった測定局８局のNO2年間98％値は近年減少傾向にあり、近似式（一次式）を用いてNO2年間98％値を将来推計した結果、最も濃度の高い出来島小学校局（自排局）においても、令和元（2019）年度の0.046ppmから令和７（2025）年度には0.039ppmとなり、ゾーン下限値（0.04ppm）を下回る推計結果となった。

2 令和７年度までに見込まれるNOX削減量
・ 対策地域のNO2排出量は、令和７（2025）年度には7,048トンと予測され、令和元（2019）年度からの削減量は3,302トンとなる。その間、NO2濃度が0.046から0.039ppmに0.007ppm減少する予測であり、0.001ppm減少あたりに換算すると472トンの削減量と相当する。
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図12　府内NO2ゾーン内の測定局の将来予測（規制継続）




（２）流入車規制による削減効果の試算
・流入車規制を継続した場合、NO2排出量は、令和７（2025）年度には7,048トンと予測された。
・一方、流入車規制を廃止した場合は、7,094トンとなり、規制を継続した場合との差分の46トンが流入車規制による削減効果となる。

（流入車規制による削減効果がNO2濃度減少への寄与）
・流入車規制による削減効果である46トンは、濃度に換算すると0.000098ppm（0.098ｐｐｂ）の低減効果に相当する。
・したがって、流入車規制による低減効果は十分に小さいことから、流入車規制を廃止した場合でもNO2濃度の減少傾向の維持に支障をきたさないと考えられる。
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▲3,256トン








図13　府内NO2ゾーン内の測定局の将来予測（規制廃止）



表５　流入車規制を廃止した場合のNO2濃度低減傾向への影響（大阪府）
	
	令和元年度
（2019年度）
	令和７年度
（2025年度）

	ア）自動車NOx排出量（規制継続）
	10,350トン
	7,048トン

	イ）自動車NOx排出量（規制廃止）
	-
	7,094トン

	ウ）流入車規制による削減効果
	排出量
	46トン

	
	濃度換算
	0.000098ppm




参考資料

１．自動車の代替状況
（１）単体規制
・ディーゼル重量車のNOｘ規制値は着実に強化されてきており、最新の平成28年規制値は、平成21年規制値と比べさらに４割程度厳しくなっている。
・府内の普通貨物車の規制年別構成割合の推移では、平成28年規制対応車両については平成30年度に4.7％を占めるなど、より新しい規制年車両の割合が着実に増加しており、今後とも新車代替による自動車排ガス低減が期待される。

[image: ]
ディーゼル重量車の規制値の推移

（2） 車種規制
1 府内走行車両の代替状況（普通貨物車）
・府内の対策地域内を走行する普通貨物車（１ナンバー）では、新長期規制（平成17年規制）以降の割合が平成21年度（基準年度）の27％から平成30（2018）年度は73％に増加しており、自動車の代替が進んでいる。
・普通貨物車（3.5ｔ超）では、短期規制（平成５年、６年規制）以前が非適合車となり、平成30（2018）年度は0.8％と非常に少なくなっている。
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平成５年、６年規制
（短期規制）
0.8%
（出典）環境省「自動車交通環境影響総合調査（ナンバープレート調査）」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


大阪府対策地域内における普通貨物車の規制適合車別構成割合の推移





②大阪府内で観測された自動車の使用本拠別の非適合率及び登録状況（普通貨物車）
[image: ]
首都圏
愛知・三重圏
大阪・兵庫圏
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3 大阪府内と三重県内を走行する自動車の非適合率の状況（令和元年度）
　・大阪府、三重県ともに観測台数の約8割が県内移動。
　・非適合車台数は三重県では県内の自動車が約8割、大阪府では1割。
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④８都府県（対策地域が存在する自治体）における非適合率の推移（普通貨物車）
　・令和元年度の非適合率では、大阪府が最も低く（0.3％）、三重県が最も高い（3.2％）。
　・いずれの自治体も自家用の非適合率が事業用よりも高い。
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⑤条例等に基づく流入車規制の概要
　　首都圏、兵庫県は通過交通も対象としているが、兵庫県は規制区域等を限定し、首都圏は規制物質をPMのみとしている。



	都道府県名
	大阪府
	兵庫県
	首都圏
	愛知県

	開始年度
	平成21年1月
	平成16年10月
	平成15年10月
	平成22年8月

	根　拠
	条例
	条例
	条例
	要綱

	規制区域
	NOｘ・PM法対策地域（37市町）
	阪神東南部地域
（湾岸線等一部除外）
	４都県全域
(東京都、千葉県、神奈川県、埼玉県)
	NOｘ・PM法対策地域
（47市町村）

	通過交通
	除外
	対象
	対象
	除外

	規制物質
	NOｘ・PM
	NOｘ・PM
	PMのみ
	NOｘ・PM

	規制対象車
	バス、トラック、
特種自動車
	バス（定員30名以上）、トラック（８ｔ以上）
	バス、トラック、特種自動車（いずれもディーゼル車のみ）
	バス、トラック、
特種自動車

	規制値
	自動車NOｘ・PM法と同じ
	自動車NOｘ・PM法と同じ
	長期規制並
(東京、埼玉は新短期規制並)
	自動車NOｘ・PM法と同じ

	規制対象者
	運行者、荷主等、対象自動車の販売・賃貸者
	運転者
	運行責任者
	荷主等・旅行業者等

	規制内容
	運行者：
使用義務

荷主等：
物品購入等の際の適合車の使用の求め

対象自動車の販売・賃貸者：使用の周知

施設管理者：
　使用の周知（努力義務）
	運行者
使用義務

荷主等
　受託者が使用する自動車の運行に相当程度関与すると認められるもの（荷主等）への勧告

	運行者
使用義務

荷主等
受託者が使用する自動車の運行に相当程度関与すると認められるもの（荷主等）は受託者が規定を遵守するよう、適切な措置を講じる義務
	運行者：
使用義務、
ステッカー貼付義務

荷主等・旅行業者：
適合車の使用の求め、確認・記録

特定事業者：
　知事への報告

施設管理者：
　使用の周知





２．国における自動車NOｘ排出量の将来推計
・国の報告書によると、全国の自動車由来NOｘ排出量は平成30（2018）年の36万トンから令和12（2030）年には20万トンまで４割以上削減されると推計されている。
・府内（対策地域）の自動車NOｘ排出量について、全国と同比率で削減した場合、平成30（2018）年度の10,530トンから令和12（2030）年度には5,850トンになると試算される。
[image: ][image: ]平成30年（2018年）
令和１2年（2030年）













自動車由来の発生源別NOｘ排出量の割合の将来推計（全国）

【出典：環境省「自動車排出ガス原単位及び総量算定検討調査報告書」】






3． 自動車走行量の推移
・平成30年度における大阪府内の対策地域内における年間自動車走行量は平成21年度から５％減少した。
・なお、自動車走行量は経済活動等の影響を受ける。大阪府内の貨物の全流動量は平成26年度以降増加傾向であるが、その期間の自動車走行量は減少傾向となっている。
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対策地域内の年間自動車走行量の推移
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貨物地域流動量の推移（大阪府内）




4． 法律に基づく自動車の分類
・わが国における自動車の分類は、行政目的によって分類の仕方が異なり、道路運送車両法（車両法）と道路交通法（道交法）による分類がある。登録をはじめとする統計や車検などの整備関係は車両法に、運転免許等は道交法にそれぞれ基づいている。
[image: ]・また、自動車のナンバーは、車両法に基づく自動車の種別と用途などにより分類されており、希望番号制度も導入され、地方版図柄入りナンバープレートも交付されている。

[image: ]【出典：日本自動車工業会「2020 日本の自動車工業」】


20

image3.png
¢
0.070

0.065
0.055
0.050
0.045
0.040
0.035

0.030

ppm)

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

RRRE(E

-~ REFR B

—=EIRER EHR)
—-SEREC BB
=-TEPRAR (—E)

90320031 «-2BFH




image4.png
20,000
18,000
16,000
14,000
12,000
10,000
8,000
6,000
4,000
2,000

(ton) OEAT
18,130 47,680 O/ RUEYR
w REEYR
IB.40q |3 73 15500
4390 14 000 14,420
12,280 12550713 999 s
biod 220 fyod 10530 1 61d - '890
5 b
ha3d [L280 |i53d 129
174
9
T2 22 23 24 25 26 27 28 29 30 27 il

E® E®




image5.emf
貨物系

80%

乗用系

20%

普通貨物車

53%

特種

(

殊

)

車

16%

小型貨物車

5%

軽貨物車

3%

貨客車

3%

バス

11%

乗用車

7%

軽乗用車

2%


image6.png
(ppm)

0.070

0.065

0.060

0.055

0.050

0.045

0.040

0.035

0.030

o

— AEZTARREESR
ORKEIBRATLER
X KABELER

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1





image7.png
SIHLEE

THR6EE

THIOEE

ERO YL . o ow
waa sl |BUBHETD o lenisy gp [BUBHTO o0 Lo i g |BAEHFD 0
HEH S | Lo say T6 |BUSH S8 (G5 L. A6 BHSH A | (G250 6
il 496 16% 4 08% 582 13% 19 33% 489 14% 289 591%
FERT 1489 47% 22 15%| 1658 38% 56 34% 1,707 50% 1080 633%
FERAT G 5P 23222 728% - - 81824 73.4% - -| 22946 67.0% - -
KERAT 2850 308 09% 15 50% 415 1.0% 30 72%| 1234 36% 920 748%
=3:4C 2642 83% 11 04% 3246 75% 28 09%| 2515 73% 514 204%
=RE 961  3.0% 24 25% 1597 37% 107 67% 1848 54% 1286 696%
AL 727 23% 5 07% 1114 26% 46 41%| 1223 36% 843 689%
Z DD i (41 FRER) 2149 B7% 15 07% 2911 B.7% 46 16%| 2282 67% 981 430%
&3t 31989 100% 95 0.3%| 43347 100% 332 0.8%| 34244 100% 5913 17.3%
EERSE | 24521 770% 19 01%| 31713 732% 89 03%| 24008 701% 3422 143%
PR ;

BRASGE | 7368 230% 77 1.0%| 11634 268% 243 21%| 10236 299% 2,491 243%

ez
mg@g@gg?;ﬁm 6315 19.7% 66 10% 8197 189% 256 31%| 7782 22.7% 4012 516%

WH. RE RE EE F





image8.png
25%

20%

15%

FEREE
§

K

H10 H20 H2L H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 Rl
e 17% 11% 2.3% 17% 1.5% 1.1% 0.8% 0.8% 0.7% 0.6% 0.4% 0.4% 0.3%

-®--EEA 14% 85% 1.3% 1.0% 0.9% 0.6% 0.4% 0.3% 0.2% 0.1% 0.2% 0.1% 0.1%
k- BRA 24% 17% 4.8% 3.5% 3.5% 2.5% 2.0% 2.0% 1.9% 1.8% 1.1% 11% 1.0%

0%




image9.png
INEIE 44.8% (3,428 4287)

axm 80.9%

(6,192,1147) HilE 19.2% (1,473,399M)

&5100% FL—3 0.2% (13.9227)

(7,654,118M) S (%) B2 167%

(1,276,365)

wxm 19.1%
(1,462,004iM)
HilE 11.9% (912,767/)
i (%) FRE 4.1% (314,4137)
kL—3 2.1% (161,8707)

INIIEE 1.0% (72,954)




image10.png
b5y 7@% N Y BORER (Fm3058)

e

.

BECEIRE (D) RABEESELL




image11.png
1% B M40 ETFO IIh > %7 D Em@EF O
(443 : km) (42 : km)

%=
(fir

B1ESO@Er>*0
b>#%0)

=2 m(6072)
o oo Camcron
G SENG ) EEmas

%) w O 00

R WS
) WA, NEW. WE R MANORY

|2 %F3|598/90)
—~~—

00





image12.png
e 4

3 N m

BIBEF A (KIRAT)

34,071

44,110

e

3 N m

26

SEE & B A H (KBRAT)

158




image13.png




image14.png
NEEHE
18%




image15.png
IEEE
%





image16.png




image17.png




image18.png
100%

ES
i
Bom
T
ES
ki

<o
<

o

%

%5

E=l

® N

=

=

aeal

=

K

X X ® ® 8 ® 8 ¥ ¥ ¥

S & & & & & B & & o

Qa o ~ VW n & m N

STY(EE0T)
vTH(ze0T)

cri(og0T)
oty(8z0z)
804(9202)
904(vz0T)
¥0¥(z20z)
coy(ozoz)
0gH(8TOZ)
8ZH(9T0Z)
9ZH(¥TOT)
¥eH(ZToz)
czH(otoz)
0ZH(8002)
8TH(9002)
9TH(¥00Z)

¥TH(2002)




image19.png




image20.png
2.5%

2.0%

1.5%

1.0%

0.067%
0.009%

G0 | 1¥(6202)

014 (8202)

@ © 64(L202)

& 84(9202)

0.23%

£4(5202)

o
m%
]
o
© 94 (4202)

© 54(£202)

© v4(220D)
£4(1202)

24 (0202)

14(6102)

a®
<
N
S}

0EH (81.02)
62H (L102)
82H(9102)

LeH (§102)

0.5%
0.0%




image21.png
(+2)

21,390 O X RN B RE
9,400 . N
20,000 | Sk -18,130 SR A E
N \17,680 BRI - SR A E
I'~45,500
e 3 h000
P N 7
15,000 45,914 43008 170 12,550
<
his,07( JESO 1,990
la,720 <<
g <110,530 s
1 ~§22%0 350 (3D )
10,000 b 164 T~~<_B8413 8495 Si: 5]
Lp,o1p| Sm-$<l 7,048 7,094 [§:5p)
o1 sopl io,55( [~
06 P ad ol ---~_~-~5,Z48 5,260
5,000 - ,87 [8,70 7]210(|7,210
649) 6J028| 6,048
4 ,1902,0001,97p1,7901,939] g5, 52bi.61 4)468| (4,468
- | 14013 1,018 77| [777]
o o £SO [230) [190) [110] | 90| {80 | | 70] |60 | |50 |40 16] |97 8][s3 Z13s
H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R4 R7 R12

() e L W L i Bl




image22.png
0055 158 B BNl BNO2 0B (80 17

Ge.g

. B
0. g 0000
"B ﬂﬁﬂﬂﬂzm@%#ﬁ;@}‘%@(ﬁ%‘ﬁw)
g, 10350

H2TH22H23H24H2EH2E6 H27TH2B8H29HB0 RT R2 R3 R4 RS RRS R9 R1ORT1R12





image23.png
vuse I BN BICBT BNO E RSB B0 HERE

.. TBrEeg. L 0039
ey ‘E.'EL
‘Geg, 0034
ﬂﬁﬁﬂﬁzm@ﬁfﬁi@ﬁ@(ﬁﬂﬁb) Beenig
10,350

H2TH22H23H24H2EH2E6 H27TH2B8H29HB0 RT R2 R3 R4 RS RRS R9 R1ORT1R12





image24.png
NOx
S49
S52
S54
S58
S63-H2
H6
HO-H11
H15-H16
H17
H21
H28-H30

— 33

C— |

_— 14

- 5 [0.7g/kWh]
= 3 [0.4g/kWh]

B49EDEZE100£T D

H9-H11

H15-H16

H17

H21

I

I s
|

| 110.010g/kWh]

FREFNIEE100£T S





image25.png
Frieee | e 7
FARISER Tzl T SN w1
wrives | | e
TARIGER B ] fii-resiag | T,
wwae [E7 i o
sz [ i T
Bl et B W
e [ i e
wmne [ e T
S T L wemmny
e [ i T am
FAIOFER W B oz GRRHRESRED
0% 0% 20%  so%  ao%  sow  eox  70%  so%  so%  100%




image26.png
FYN-TL-MEAEERRIEE) BEIRIR (H30 5 EH)
[RoER e w| BREBED | anancrn | BRAHED
AbEsE 10| (0.03%) 0.0% 191 56%
i 5| (0.02%)] 20.0%) 34 674
EFR 5| (0.02%)] 0.0% 37 73%
ERR 8| (0.03%)] 0.0% 58 79%
HER 2| (0.01%)] 0.0% 21 80%
[ 12| (0.04%) 0.0% 24 76%
BER 27| (0.08%)] 3.7% 55 T6%)
FoR 35| (0.11%)] 0.0% 89 69%
HRE 15| (0.05%) 0.0% 55 714
HER 26| (0.08%)] 0.0% 56 74%
FEFHIIT) 90| (0.28%)] 0.0% 124 94%)
F A 7| (0.02%)] 0.0% 73%
FRRCIFRIGEAD 33| (0.10%)] 0.0% . 92%|
F A 14| (0.04%) 0.0% T14%)
FRH G ) 48|  (0.15%)] 0.0% 125 90%
R IR 0] (0.00%)] - 58%
R SR 66] (0.21%)] 0.0% 10 94%)
R SR 0] (0.00%)] - 6%
L 42| (0.13%) 0.0%) 50 814
34| (0.11%) 0.0%) 26 764
68| (0.21%) 154 23 774
92| (0.29%) .14 18 754
7] (0.02%) 0.0%) 18 68%)
23| (0.07%) 0.0%) 4 694
112] (0.35%) 0.0%) 50 724
72| (0.23%) 0.0%) 81 794
BB G R 200) (0.63%) 0.0% 1as 96%)
iR G R 14| (0.04%) 0.0% 65%)
EBRGIRME 68| (0.21%)] 0.0% " 7Y
BR ORI 228) (0.71%) 2.2% 714
BER 496) (1.55%) 0.8% 27 73|
RERF 1489| (4.65%) 1.5%) 34 824
KERJF Gt S ) 23222| (72.59%) 0.0% 121 95%)
P A 7] 303) (0.95%) 5.0% 684%)
SER IR 2214| (6.92%) 0.0% 5 97%)
ABRGIRE 428) (1.34%) 2.6% 70|
FER 961) (3.00%) 2.5% 20 75%
LR T27) (2.27% 0.7% 16 74%
BAE 32| (0.10%)] 0.0% 11 5%
SR 13| (0.04%) 0.0% 13 T4%)
I 200) (0.63%) 1.0%) 44 73%
EBR 123 (0.38%)] 0.8% 50 78%
=l 1] (0.03%) 9.1%) 25 784
‘BER 44| (0.14%)] 0.0% 15 644
EINR 94| (0.29%)] 0.0% 21 T14%)
BIER 56| (0.18%)] 1.8%) 2 69%
IR 24| (0.08%)] 0.0% 13 624
BEE 72| (0.23%)] 1.4%) 94 73|
EER 16| (0.05%) 0.0% 18 714
FiER 17| (0.05%) 0.0% 19 674
KRR 15| (0.05%) 0.0% 36 66%)
RAR 31| (0.10%)] 0.0% 23 8%
21| (0.07%) 0.0%) 27 60%
18] (0.05%) 0.0%) 37 614
o] (0.00%) | 28 574
31989| (100.0%)| 96 & 0.3%) 2378 784
24621  7TT.04| 19K 0.1%) 925 924
7368)  23.0% 77T & L0Y 1454 694
6315 1974 66 &  1.0% 173 814
) BREBTOWTE, ERAAOR BRI (B BFHER B BETHD.
) FIRETF L - T L - MK RORIEE R BARA R EN RS 2ET5) LD RIRFF (R

¢
% Tl - NAERER(RIEE) KO M Ry
BEFIR(HI0EEF) & EFER O HEBEOSE 5L B4 ES

iz EBEOERERAORA SR A TR





image27.emf
観測台数 割合

観測台数中の

非適合車台数

割合 観測台数割合

観測台数中の

非適合車台数

割合

763 1.0% 13 1.7% 214 0.8% 6 2.8%

3,006 3.8% 43 1.4% 120 0.5% 0 0.0%

61,943 79.2% - - 14,615 55.2% - -

631 0.8% 19 3.0% 5,357 20.2% 265 4.9%

5,261 6.7% 15 0.3% 3,922 14.8% 10 0.3%

1,766 2.3% 52 2.9% 95 0.4% 0 0.0%

1,257 1.6% 13 1.0% 762 2.9% 44 5.8%

3,554 4.5% 29 0.82% 1,394 5.3% 18 1.3%

78,181 100% 184 0.24% 26,479 100% 343 1.3%

事業用合計 34,071 43.6% 26 0.08% 事業用合計 6,528 24.7% 72 1.1%

自家用合計 44,110 56.4% 158 0.36% 自家用合計 19,951 75.3% 271 1.4%

12,053 15.4% 136 1.1% 5,113 6.5% 60 1.2%

滋賀県

京都府

大阪府（対策内）

使用の本拠

令和元年度 令和元年度

（出典）各年度の「環境省ナンバープレート調査」より大阪府作成（ナンバープレート調査は通過交通を含む）

滋賀県

京都府

三重県(対策内）

三重県(対策外）

愛知県

奈良県

岐阜県

その他の地域（41都道県）

兵庫県

奈良県

和歌山県

その他の地域（41都道県）

合計

内訳

大阪府（対策外）

合計

内訳

三重県を除く近隣合計

（滋賀、京都、愛知、奈良、岐阜）

使用の本拠

大

阪

府

三

重

県

大阪府を除く近隣合計

（滋賀、京都、奈良、兵庫、和歌山）


image28.png
#5E/FR |92 | H19 | H20 | H2l | H22 | H23 | H24 | H25 | H26 | H27 | H28 | H29 | H30 | R1

B i1s| 11s| 2.3%| 17%| 15%] 11%| 08%] 08%] 0.7%| 0.6%] 04%] 0.4%] 0.3%

KGR |EHM | 14%) 85K 1.3% 106 0.9% 0.6%) 048 0.3% 026 0.1% 0.2%) 0.5 0.5
BFA | oe| 11a| a8s| asu| a5e| 208 208 208 195] 188] 18] 1] 10y

R

R
BFA | 1os] 7es| 7as| Tas| sen| sae] 4o eos] aas| 29n] 28] 2] 1y
21k 1an| 126] 95| o.in| T0x| 55k 486| 35| 278) 208 178 178] 248
BES (FHEM | 1% 106 B2 6| 628 41%) 348 27K 166 LIK| 1.0%) 105 0.6%)
BFA | 1ow| 15k 135 1as] 1os] 11s] 10k 69n] 6an| a5u| 38 a.6x 59y
21k 205 16x| 12n] 10%] 8.5k 6.6%| 57w 4.48| 3.n| 2.4n 228] 2.3%] 1.0
IR |EHA | 166 136 105 86K 674 4.5%) 395 305 176 16K 1.5% L% 0.5%

BA | 2mi| 225 18| 1% 135 126 105 8.0 685 445 404 5.5 2.6%)

21k 1on| 165 136 12n] s.0%| ean| 5.3u| 49u s.6n| 27%| 2.4 20m] 158
Ba0R  |EHM | 176 46| 1% 9.06| 5% 4.9%) 3.5 22K 206 10K 1I%) 095 0.4
BFA | oe| 2is| 19| 17| 1as] 1ow] 1| s9n| sos| esn| sas] 49 sy
21k 15| 26x| 2om| 20| 15k 10%| 88w 8.1s| 5.9%| 55w 7| 3.8%] 3.28)

445 3% a2 aan[ ove[ 2an[ 218 19w 1an[ 14 1ex[ 1] 11w





image29.png
IR
07 SRSl
Y S

o
Nes

2
o, AN
“‘ ﬁ""’“’a‘ 4
PR





image30.png
Al

5%,
S
LY





image31.png




image32.png
GEDft
DR 02%
1.4%
T _—
10.1% HIUVE 2.3%

| DR BHEDE 145k
7.3% 407k

19.9%





image33.png
GRA-BRA
9.7%

HIIVE
WHREBE 585k

s15hy P T





image34.png
(@RE+0) OFRER

35,000 %\id:gi
30,000 -2862027,950 27,650 27,800 27,660 27,420 27,460 27,590 27,390 27,089 27,750 27,560
25,000
20090 40,390 18,830 15,620 18,850 18,74 18,570 18,620 18,51 18,370 1,194 18,730 18,64
15,000
10,000

5,000 32! ,28 ,280

. =

25 26 27 28 29 30 27 R2
(COME)]





image35.png
Fr) LSUEEE(E BB, nEE) TR

—— PSR

400,000
376,19%71,986 e[S ST

350,000

02,140 0,086 =[S
306,813

301,062
250,000 301,597

200000 64,3775 374
150,000 - q o

100,000 - Y b8 608
87,41 8,
50,000 101,18807,467, 95,887 98,93
0

Fp21 2 23 24 25 26 27 28 29 30EE




image36.png




image37.png
@ HELEXEmEICLSHE

(B3 BiHEARE)
EBEHE
TN enman
1.7mi 47TmiE
NIEHE
—— T ——— —— F—tn
o B il <Y
T4 LTMAT SAmEBATMAT v
BEhE
. o — sanR
o,
o [ "eTTe ™
148mll T 34mLLT

ELLEOERAEIDOTHBANI LROSRIR S BIECED,

@ ERZEEICLDDE (Rl - EER M FHEF)

AMABE PRAHE FRUAHE
BERIMLLE BERTSALLENR RS RER3ShLLET ShFH
BARERESMLLE BAMBRY S LIEC S A | | BAMBME2NLLES ShFM
FARREERALLE | | FARREEANALLE2ALT
HRABE AR NEBRADE

WHEOAEEHH ADEBE, FRABHT.
BB EHTADBREB T,
AREBH KT HEEH _RTL
NEBRABTIOVTESS WA
EHFOAECVThHBEL LV ERE

TNE—HEDX+SETERTFHD,
O—KO—3 JL—5 Z9L—/%
RAERTES TEBEEE1SkmhLl T,
R&4 TmLIT . B&2mEL T #,
RLIMEFOL0ENS.

@ “RAHENH R

FHNDHBRABEOBIL ANKH—FEBALBA28mLT.

33X W
BARE | EBL)) (] w/E Bz
250ccl | 100KWiB | 13mi8 _ [20m# [ 26mil
125cci  [100kWH | 13mEIT | 20miElT | 25mElT
250kl T
SOccll _ |OGOKWAB [13mELT |20milT | 25mElT
125ccBIT | 1.00kWIIF
B0ccEIT | 0.60KWELT | T3mELT [ 20mBlT | 26mElT

lBEITM %

ERRE ERHS
400ccH 20 00kWi
S0ccf 400cc T 0.60KWi 20 00KWELT
|Ead TO.60KWELT

EREOERFE1DOTHBANI EROBRIREBIELD,





image38.png
@ FUN-TL-MILZFR(EHEERES R (BRAHE) - EEESR(EEHF)]

ANESH BB R BOXRAER EHEOSHES
Al | T iy
SASRIERWNELEOLD et e i | 10A-18Z, 1A0-129, 1AA1ZZ
Lo Ll E— il Lo FERAEHR | 2, 20.29,200-299,
TR ORREBT. — i65cm | | 208267, 200225, 288222
ANHEHTELUE=-TRE | ELE LT i 3, 30-39, 300-399,
(E:f'-..lﬁtﬁkﬁﬂm.mﬂ) | 33cm —REED ‘ 430‘. ‘391-. 434m4|ﬂ32999.,3w 322
R e L L i i N R EBE } HOAUSE AADZS, 4pn42z
36000KI T d0~49. | x , 60-69, 600-699,
- [=]
50~59. 80~B9ERCHD) | 23m mJIl 500 S i SOA597, 64D 620, A EZZ
P IVE-RBEME | 50A59Z, 5A0-625, 5AA-52Z
e REORT - & 2 3 - 4 5 BEY |7, 7079, 700799,
2un L1 RE R 'l\!-lé::l | T0A-79Z, TAO-779, TAA-TZZ
BRA ETEILEOTLLR BB I i 2 )
| . | B0A-897, BAD-879, BAA-877
[ — MRS AIRERE | TErEs
Loy e Tl T — IR REENOSS 0 100 10000
R 26 IR | 00A-08Z, 0A0-029, 0AA-02Z
331 TR [T 1713 atste
BRA | BOIANEIIITEEL ERA [BEBCEBXF
| EOTELRBORY & BRA. L 55— Atk BREXF
| GEAEHEPRLESE wan
L Eh—H E7) BRA RERECREXT
RN V5T o A NPz =





image1.png
(HEBIERE)

120
101 101 102 100 102 102 102 101 102 101 og
100 2 18] [6 12| s
80 a1 32| |28
60 57 50| |51
60
89| |91
40 70| |74 83 76
61 51
20 39| (44 50
0

21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 T
i £




image2.png
(HEBIERE)

120
101 101 102 100 102 102 102 101 102 101 og
100 2 18] [6 12| s
80 a1 32| |28
60 57 50| |51
60
89| |91
40 70| |74 83 76
61 51
20 39| (44 50
0

21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 T
i £




